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 【

毎
日
２
月
１
２
日
】
長
崎
県
雲
仙
市
で

１
１
日
、
赤
松
広
隆
農
相
と
農
水
産
業
者

が
話
し
合
う
集
会
が
開
か
れ
、
漁
協
関
係

者
か
ら
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
諫
干
）

の
開
門
調
査
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。 

赤
松
農
相
は
県
知
事
選
の
期
間
中
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
賛
否
を
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
が
、
「
開
け
ろ
と
い
う
声
が
長

崎
で
非
常
に
多
い
の
は
意
外
だ
っ
た
」
と

驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。 

長崎・雲仙で民主集会、「開門を」声相次ぐ

よ み が え れ ！  
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【
毎
日
２
月
１
２
日
】
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
（
諫
干
）
の
開
門
調
査
に
、「
絶
対
反

対
」
を
貫
い
て
き
た
長
崎
県
が
揺
ら
ぎ
始

め
て
い
る
。
諫
早
湾
内
３
漁
協
の
一
つ
、

瑞
穂
漁
協
（
雲
仙
市
、
６
８
人
）
が
賛
成

に
転
じ
、
１
１
日
あ
っ
た
赤
松
広
隆
農
相

と
農
水
産
業
者
ら
と
の
対
話
集
会
で
も
開

門
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。「
湾
内
漁
業

者
と
干
拓
営
農
者
の
総
意
」。
そ
れ
が
反
対

の
最
大
根
拠
だ
っ
た
が
、
そ
の
一
角
が
崩

れ
、
開
門
を
求
め
る
声
は
県
内
外
で
さ
ら

に
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

農
相
「
意
外
」
驚
き
隠

せ
ず
・諫
早
湾
干
拓 

漁
協
に
は
真
偽
を
確
認
す
る
県
幹
部
の

電
話
が
あ
り
、
県
諫
早
湾
干
拓
室
も
説

得
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
た
。
折
し

も
、
長
崎
県
は
２
１
日
投
開
票
の
知
事

選
の
真
っ
最
中
。
石
田
組
合
長
は
「
県

が
何
を
言
っ
て
き
て
も
絶
対
応
じ
な

い
。
次
の
知
事
は
、
開
門
調
査
実
施
の

英
断
を
下
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。 

諫
干
開
門 

長
崎
県
に
揺
ら
ぎ 

ロ
が
絡
ま
る
ほ
ど
。
組
合
員
の
水
揚
げ
は

最
盛
期
の
１
０
分
の
１
程
度
し
か
な
い
。 

 

開
門
す
れ
ば
淡
水
が
大
量
に
流
れ
込

み
、
漁
場
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
れ
が
開
門
反
対
派
の
主
張
だ
っ
た
が
、

漁
獲
高
の
落
ち
込
み
を
背
景
に
「
以
前
の

漁
場
を
取
り
戻
せ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら

賭
け
る
し
か
な
い
」
と
い
う
の
が
賛
成
派

の
立
場
だ
。
矢
坂
前
組
合
長
は
「
漁
師
と

し
て
私
も
開
門
す
べ
き
と
思
っ
て
い
た
」

と
苦
し
い
胸
の
内
を
明
か
す
。
一
方
、
他

の
２
漁
協
は
反
対
姿
勢
を
変
え
て
い
な

い
。
小
長
井
町
漁
協
（
諫
早
市
、
９
８
人
）

は
、
５
日
の
定
例
会
合
で
新
宮
隆
喜
（
た

か
き
）
組
合
長
が
「
開
門
に
は
絶
対
反
対
」

と
改
め
て
訴
え
た
。
国
見
漁
協
（
雲
仙
市
、

４
５
人
）
も
同
様
で
、
酒
井
八
洲
仁
（
や

す
ひ
と
）
組
合
長
は
「
瑞
穂
の
決
定
に
よ

る
影
響
は
な
い
」
と
語
る
。
だ
が
、
反
対

漁
協
も
一
枚
岩
で
は
な
い
。
小
長
井
町
漁

協
で
は
、
新
宮
組
合
長
は
反
対
だ
が
、
松

永
秀
則
理
事
を
含
む
９
人
の
漁
師
は
開
門

を
求
め
る
訴
訟
に
参
加
し
て
い
る
。
小
長

井
町
漁
協
は
最
盛
期
の
８
５
年
当
時
、
約

６
億
５
０
０
０
万
円
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た

が
、
こ
こ
数
年
は
１
億
円
程
度
に
低
迷
。

漁
協
は
県
や
諫
早
市
か
ら
養
殖
ア
サ
リ
や

カ
キ
の
種
苗
放
流
な
ど
で
年
間
約
１
億
円

の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
松
永
理
事
は
「
そ

の
恩
恵
で
組
合
は
県
な
ど
に
本
音
を
言
い

に
く
い
。
瑞
穂
の
決
定
が
漁
民
の
本
音
だ
」

と
断
言
す
る
。
干
拓
推
進
を
訴
え
る
Ｐ
Ｒ

資
料
な
ど
に
「
湾
内
３
漁
協
は
反
対
」
な

ど
と
記
し
て
き
た
長
崎
県
。
瑞
穂
漁
協
の

変
化
は
県
に
衝
撃
を
与
え
た
。
毎
日
新
聞

が
方
針
転
換
を
伝
え
た
今
月
４
日
、
瑞
穂

【
西
日
本
２
月
１
３
日
】
県
沖
の
有
明

海
で
深
刻
化
し
て
い
る
養
殖
ノ
リ
の
色

落
ち
問
題
で
、
地
元
の
民
主
党
衆
院
議

員
の
野
田
国
義
氏
（
比
例
九
州
）
が
１

２
日
、
柳
川
市
沖
の
色
落
ち
現
場
を
視

察
し
た
。
県
沖
で
色
落
ち
が
確
認
さ
れ

た
の
は
４
年
ぶ
り
。
こ
れ
ま
で
に
栄
養

塩
が
流
れ
込
む
河
川
の
流
量
を
増
や
す

た
め
、
筑
後
川
や
矢
部
川
上
流
の
ダ
ム

の
緊
急
放
流
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
漁
場

全
体
の
約
２
割
に
当
た
る
ノ
リ
網
が
撤

去
さ
れ
て
い
る
。
現
場
や
ノ
リ
の
状
況

を
見
た
野
田
氏
は
「
沖
に
出
る
に
つ
れ

て
予
想
以
上
に
ひ
ど
い
。
数
年
後
に
は
、

ノ
リ
養
殖
の
戸
別
所
得
補
償
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話
し
た
。

視
察
後
の
意
見
交
換
会
に
は
、
地
元
の

漁
業
者
約
２
０
人
が
出
席
。「
最
近
は
潮

の
流
れ
が
な
く
な
っ
て
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
死
な
な
く
な
っ
た
」「
今
の
有
明
海

で
収
入
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
ノ
リ
だ

け
。
ノ
リ
が
取
れ
な
く
な
っ
た
ら
死
の

海
に
な
る
」
な
ど
の
意
見
が
上
が
っ
た
。 

福
岡
県 

ノ
リ
色
落
ち
「
予
想
以
上
」 

民
主
・
野
田
議
員
が
視
察 

柳
川
市

集
会
は
、
開
門
調
査
に
反
対
の
立
場
を

取
る
民
主
党
長
崎
県
連
の
主
催
で
、
約
２

０
０
人
が
参
加
。
漁
業
者
は
諫
干
が
有
明

海
に
漁
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
開
門
調
査
を
求
め
た
。
集

会
に
は
農
業
従
事
者
も
参
加
し
て
い
た

が
、
開
門
反
対
の
声
は
出
な
か
っ
た
。 

 

赤
松
農
相
は
「
長
崎
県
は
絶
対
反
対

で
、
佐
賀
、
熊
本
、
福
岡
県
は
調
査
し
て

く
れ
と
い
う
地
域
性
の
問
題
と
思
っ
て

い
た
」
と
述
べ
た
う
え
で
「
長
崎
県
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
周
辺
の
県
も
あ
る
。
国

の
事
業
と
は
言
っ
て
も
開
門
す
る
場
合

は
地
方
自
治
体
と
合
意
の
下
で
進
め
た 

い
」
と
語
っ
た
。 

農
業
者
か
ら
反
対
の
声
出
ず 

湾
内
３
漁
協 

「
反
対
」
の
一
角
崩
れ 

漁
獲
高
落
ち 
苦
渋
の
選
択 

３
日
あ
っ
た
瑞
穂
漁
協
の
全
員
協
議
会
。

出
席
者
に
よ
る
と
、
石
田
徳
春
組
合
長
が

開
門
調
査
へ
の
賛
成
を
切
り
出
す
と
、
こ

れ
ま
で
反
対
し
て
き
た
矢
坂
真
一
郎
前
組

合
長
が
突
然
「
干
拓
地
営
農
者
の
理
解
を

得
て
、
開
門
で
き
れ
ば
」
と
賛
同
し
た
。

続
い
て
５
人
が
賛
成
。
組
合
長
は
「
反
対

意
見
は
」
と
３
度
念
を
押
し
た
が
、
挙
手

は
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

瑞
穂
漁
協
は
南
部
排
水
門
に
最
も
近
い

海
域
が
漁
場
。
こ
れ
ま
で
も
調
整
池
か
ら

の
通
常
排
水
で
漁
場
が
荒
れ
、
漁
網
に
ヘ
ド

ロ
が
絡
ま
る
ほ
ど
。
組
合
員
の
水
揚
げ
は


